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本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

宏

龍

一
、

は

じ

め

に

周
知
の
ご
と
く
、
日
隆
聖
人

（
一
三
八
五
―

一
四
六
四
）
の
門
下
で
は
、
特
に
そ
の
著
述
を
御
聖
教
∧
お
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
∨
と
称
す
る

慣
わ
し
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
御
聖
教
類
と
は
、
著
述
の
み
な
ら
ず
、
消
息

・
写
本

・
覚
書
等
、
隆
師
に
直
接
関
わ
る
も
の
の
総
称
で
あ
る
。

（但
し
、
御
本
尊

（
曼
茶
羅
本
尊
ラ
は
別
扱
い
す
る
も
の
と
す
る
。
）
こ
の
御
聖
教
類
の
大
部
分
は
尼
崎
市
本
興
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

本
興
寺
と
比
翼
両
輪
の
京
都
市
本
能
寺
に
も
、
重
要
な
も
の
が
格
護
さ
れ
て
い
る
。
今
、
先
年
刊
行
さ
れ
た

「本
能
寺
文
書

・
什
宝
等
目

録
』
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
抜
出
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

丙
　
両
祖
消
息

年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
文
　
書
　
名
　
　
　
　
　
　
　
数
量
　
　
　
法
　
　
　
　
　
量
　
　
　
　
備
　
　
　
　
考
　
　
　
　
　
　
ラ
ベ
ル

宝
徳
二

・
五

・
上
旬
　
日
隆
書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
一
軸
　
一
〓
ハ
・
七
×
六
二

・
五
↓
大
方
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丙
１７

（年
未
詳
）
極

・
八
　
日
隆
書
状
　
　
　
　
　
　
　
　
一
軸
　
一
〓
ハ
・
七
×
五
六

・
四
↓
興
法
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丙
１８

室
町
　
　
　
　
　
　
　
日
隆
筆
聖
教
切

（五
行
）
　

　

一
軸
　
一
一四

・
四
×
三

一
０
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丙
１９
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二 一 〇
戊
　
論
疏

番
号
　
　
年
月
日

一二

室
町

室
町

室
町

室
町

六 五 四  三

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

室
町
　
　
　
　
　
　
　
日
隆
筆
釈
経
断
簡

（六
行
）
　

一
軸
　
一
〓
ハ
・
五
×

一
〇

・
○

室
町
　
　
　
　
　
　
　
日
隆
筆
文
句
要
伝
　
　
　
　
　
一
巻
　
一
一七

・
六
×
八

一
七

・
一

室
町
　
　
　
　
　
　
　
日
隆
筆
註
無
量
義
経
抄
断
簡

（九
行
）

一
軸

一
三

・
一受

一
四

・
九

丙
２２

文
　
書
　
名
　
　
　
　
　
　
　
数
量
　
　
　
法
　
　
　
　
　
量
　
　
　
　
備
　
　
　
　
考
　
　
　
　
　
　
ラ
ベ
ル

日
隆
自
稿
本

「私
新
抄
」
　

　

一
四
冊
　
一
一九

・
六
×
二

一
・
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戊
１

日
隆
自
稿
本

「玄
義
難
字
抄
」

一
冊

日
隆
自
稿
本

「
四
箇
口
決
」
　

一
冊

日
隆
自
稿
本

「文
句
要
文
」
　

上
下
一

日
隆
自
稿
本

「他
宝
抄
」
　

　

一
冊

日
隆
筆

「強
仁
上
人
御
返
事
」
写一
冊

戊
２

二
七

ｏ
八
×

一
九

二
二

奥
書

「右
六
紙
隆
師
聖
人

九

二
二

舷
蜘
鮮

饗

■

秘
蔵
．√
　

　

戊
３

二
七

・
九
×

一

戊
４

一冊
　
一
二
ハ
・
八
×

一
九

二
二

二
六

・
八
×

一
九

・
三
　
靴
曜

紙̈
）
「開
山
腱
悧
由
弘
」
戊
５

Щ
、
他
宝
抄
、
拍

戊
６

一
〓
Ｔ

五
×

一
四

・
一

丙 丙
21  20
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一庚
　
由否
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ベ
ル

量

備
　
　
　
考

数
量
　
　
法

書

名

文

番
号
　
　
年
月
日

↓
本
能
寺
貫
首
並
衆
徒
　
　
庚
１

一　
　
寛
正
四

・
五

・
一
三

　

日
隆

ｏ
日
禎

ｏ
日
明
連
署
　
一
軸
　
一二
一
・
〇
×
五
九

・
五

本
能
寺
法
度

庚
２
１
１

↓
本
能
寺
常
住

一
通
　
一二
〇

・
五
×
四
七

・
○

一
一
　

宝
徳
元

・
一
〇

・
一
三

日
隆
寄
進
状

↓
本
能
寺
貫
首
井
衆
徒
中
　
庚
２
１
２

〓
一
　

寛
正
四

・
五

・
一
三

　

日
隆

・
日
禎

・
日
明
連
署

　
一
通
　
一二
〇

・
四
×
四
五

・
一

本
能
寺
法
度

庚
２
１
３

↓
本
能
寺

一
通

一
天

・
五
益

一天

・
八

四
　

宝
徳
三

・
二

・
一　
　
　
日
隆
遺
言
状

エハ
　

文
安
元

・
一
二

・
一
二

本
能
寺
日
隆
大
衆
連
署
起
請
文

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庚
４

一
巻
　
一二
〇

・
○
×

一
二
〇

・
九

庚
５

↓
備
前
長
遠
寺

一
軸
　
一
〓
丁

六
と

二
五

・
九

七

　

長
禄
二

・
五

・
中
旬

　

日
隆
寺
号
授
与
状

庚
１３
‐
３

↓
好
学
院

一
巻
　
一壬
一丁

○
×
九
六

・
七

一
七
　
（室
町
と

一
・
一
一
一　
　
日
隆
書
状

以
上
、　
一
九
点
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
御
本
尊
は
除
い
た
が
、
た
だ
そ
の
中
で
、
永
享
六
年
正
月
朔
日
付
の
曼
荼
羅
の
下
部

に
記
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
願
文
」
を
加
え
れ
ば
、
二
〇
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

二
、
各

文

献

の

解

題

い
か
な
る
点
に
注
意
さ
れ
る
か
を
略
記
す
る
こ
と
と
し
た

以
上
の
二
〇
点
に
つ
い
て
、
隆
師
の
御
聖
教
類
中
い
か
な
る
位
置
に
あ
り
、

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

―-47-―



本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

い
。
そ
の
理
由
は
、
従
来
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
い
て
は
、　
一
般
に
は
全
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
然

し
、
本
能
寺
に
は
過
去
に
於
て
幾
度
か
隆
師
に
関
わ
る
文
献
に
つ
い
て
ま
と
め
る
必
要
が
認
識
さ
れ
、
従

っ
て
目
録
が
作
りゝ
れ
て
も
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
も
、
後
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
と
り
あ
げ
る
文
献
は
、
『本
能
寺
文
書

・
什
宝
等
目
録
』

に
列
挙
さ
れ
た
順
番
に
従
う
も
の
と
す
る
。

日
宝
徳
二

・
五

・
上
旬
　
日
隆
書
状
　
　
（真
蹟
）

こ
の
文
献
は
、
確
か
に
書
状
で
あ
り
、
末
尾
に
は

費
徳
二
年
五
月
上
旬
　
　
日
隆

大
方
殿

ヘ
ま

い

る

と
書
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、　
一
四
五
〇
年
、
隆
師
六
六
歳
の
五
月
上
旬
に
、
大
方
殿

（高
貴
な
未
亡
人
）

へ
あ
て
て
書
か
れ
た
も
の
に
違

い
は
な
い
が
、
然
し
、
内
容
的
に
み
れ
ば
、
ふ
つ
う
の
手
紙
と
は
異
り
、
首
尾

一
貫
し
て
、
法
義
の
説
明
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

冒
頭
に
は

「法
花
経
信
行
信
者
事
」
（∧
法
華
経
は
信
行

・
信
者
の
こ
と
Ｖ
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
）
と
あ
り
、
内
容
は
法
華
経
が
信
の
上

に
た

つ
経
典
で
あ
り
、
智
解
を
す
す
む
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
消
息
と
い
う
よ
り

〓
扁
の
小
論
文
の
形
と
な
っ

て
い
る
。
恐
ら
く
は

「大
方
殿
」
の
質
問
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「大
方
殿
」
の
宗
義
に
対
す
る
理
解
も
、
相
当
な

も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
全

一
巻
二
紙
の
こ
の
文
献
は
、
隆
師
の
法
華
経
観
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、

貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
か

つ
ま
た
日
蓮
門
下
に
お
い
て
も
、
か
か
る
法
華
経
解
説
は
他
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
、
そ
の
意
味
で
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
、
尼
崎
市
本
興
寺
所
蔵
の

『
お
ふ
か
た
ど
の
御
消
息
」
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
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る
所
で
あ
る
。
同
消
息
は
、
曽
て
本
能
寺
蔵
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
松
本
日
宗
師
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

０

（年
未
詳
）
極

・
八
　
日
隆
書
状

既
に
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
松
本
日
宗
師
の
御
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
松
本
師
は

『
興
法
院
御
消
息
』
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
本
文
三
紙
。
裏
書
に
よ
れ
ば
、
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
六
月
二
十
五
日
、
権
大
僧
都
日
感
師
に
よ

っ
て
、
本
能
寺

へ
寄
贈
さ

れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
隆
師
の
消
息
は
数
が
少
な
く
貴
重
で
あ
る
が
、
こ
の
文
献
に
つ
い
て
は
更
に
考
究
す
べ
き
点
も
存
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

０
日
隆
筆
聖
教
切

（五
行
）
　
　
　
（真
蹟
）

本
紙
上
方
の
僅
か
な
部
分
は
別
紙
と
な

っ
て
い
る
故
に
、
こ
の
断
簡
は
二
紙
と
な

っ
て
い
る
が
、
中
央
に
縦
に
折
り
目
が
あ
り
、
向

っ

て
右
側
に
二
行
、
左
側
に
三
行
の
記
事
が
あ
る
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
初
行
は

法
花
二
乗
益
中

と
あ
り
、
以
下
同
様
な
記
事
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
、
隆
師
が

『
開
述
顕
本
宗
要
集
』
を
著
さ
ん
と
し
て
そ
の
用
意
の
為
に

研
究
さ
れ
て
い
た
結
果
の
覚
え
書
き
の

一
部
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
そ
う
み
ら
れ
る
か
の
理
由
や
論
証
等
は
、
別
稿
に
譲
り
た

（１０
）

い
。

図
日
隆
筆
釈
経
断
簡

（六
行
）

こ
の
文
献
の
釈
文
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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隻

ノ租

れ

ィ
一
ハ山
川
籍
谷
ト
ハ者
是
レ土
権

聖

斉
木
′■

斉
木
辟
、
蜜
雲

下

蜜
雲
辟
、　
一
時
等
湖
ト
バ者
注
雨
辟
、
其
澤
普
治
ノ下

浩
潤
辟
、
諸
樹
大
小

下

増
長
辟
也
、
其
澤
普
治
ト
ィ
フ下
二根
菫
枝

葉
悉

受
レ　
潤

了
　
故

諸
樹
大
小
ト
ィ
フ下
ハ了
一
是
レ増
長
一
ル
メ
但

至
二
各

二

（疏
ン
　
ク

有
所
受

一者
充

云

諸
樹
大
，‐、
ノ　
ハ（第
ι
　
　
ナリ
　
ニ　
タ

↑
下

出
六
増
長
辟
　
更

復

略
牒
　
明
下其

草
木

随

分
二受
レクル
ー
潤
フ習
報
ノ両
ノ因
ノ善
法
一眺

蒙
二

法
雨

一習
報

両

果
各
得
中

増
長
上
　

文

、各
有
所
受

文
受
潤
辟

フハ
大

（以
下
欠
）

〔備
考
〕

一
、
釈
文
を
示
す
に
当

っ
て
、
句
点
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
等
を
私
に
付
し
た
。
返
り
点

ｏ
送
り
仮
名
は
原
文
で
は
ご
く
略
し
た
形
で
し
か
付
せ
ら

れ
て
い
な
い
上
に
、
現
行
の
仕
方
と
異
る
所
の
あ
る
故
で
あ
る
。

一
、
異
体
字

ｏ
誤
字
の
注
記
は
同
じ
字
が
何
度
も
出
る
場
合
、
初
出
の
所
に
の
み
記
し
た
。

一
、
本
文
中

「疏
」
と
は

『法
華
文
句
』
第
七
巻

（和
本

一
四
ヲ
、
正
蔵
三
四
巻
九
二
頁
ｃ
）
の
文
で
あ
る
。

こ
れ
は
言
う
迄
も
な
く
、
妙
法
蓮
華
経
薬
草
喩
品
第
五
の
文

に

つ
い
て
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
隆
師

の
著
述
と
し
て
は

『
弘
経
抄
』
第

四
四
～
四
六
巻
が
薬
草
喩
品
釈

の
　

　

　

（３

部
分

で
あ
る
が
、

こ
の
断
簡

に
符
合
す
る
部
分
は
、
管
見

に
於

て
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
文

中
、
仮
名
を
付
し
た
所
が
あ
る
が
、
別
筆

の
よ
う
で
あ
る
。
又
、
本
文

の
下
と
裏
面

に
日
行
師

の
筆
が
あ
る
。
私
見
と
し
て
は
当
文
献
は

更

に
考
究
す

べ
き
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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０
日
隆
筆
文
句
要
伝
　
　
　
　
　
　
（真
蹟
）

本
抄
は
隆
師
の
著
述
で
は
あ
る
が
、
隆
師
の
天
台
三
大
部
研
究
の
過
程
に
於
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
、
研
究
ノ
ー
ト
の
類

に
入
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『法
華
文
句
』
の
内
容
に
つ
き
、
第

一
巻
か
ら
第
十
巻
ま
で
、
順
次
に
関
連
す
る
日
蓮
聖
人
遺
文
を

列
挙
し
、
関
連
内
容
も
摘
記
す
る
所
が
あ
る
。
隆
師
の
、
こ
の
よ
う
な
作
業
は
、

日
存
聖
人
仰
に
云
く
、
営
門
流
の
法
門
は
、
御
抄
を
以
て
能
眼

・
能
照
と
為
し
、
玄
文
止
の
六
十
巻
を
以
て
所
眼

・
所
照
と
為
し
て
、

中
古
己
来
天
台
宗
の
法
門
に
真
偽
を
加

へ
邪
正
を
分

っ
て
捨
邪
帰
正
す
る
法
門
な
り
。

と
い
う
方
法
論
を
実
施
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
御
聖
教
類
中
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、
『
玄
文
止
諸
御
抄
出

処
』
（真
蹟
、
尼
崎
市
本
興
寺
蔵
）
が
あ
る
が
、
本
抄
は
特
に

『
法
華
文
句
』
の
み
に
限
定
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
『玄
文
止
諸
御
抄
出
処
』

よ
り
多
く
の
日
蓮
聖
人
遺
文
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
『文
句
要
伝
』
の
名
称
は
他
筆
の
題
簸
に
あ
る
も
の
で
、
隆
師
自
筆

の

内
題
は

『文
句
下
』
∧
文
句
の
し
も
∨
と
な

っ
て
い
る
。
本
抄
に
つ
い
て
論
ず
べ
き
点
は
多
い
が
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

因
日
隆
筆
註
無
量
義
経
抄
断
簡

（九
行
）
　

（真
蹟
）

こ
の
文
献
の
釈
文
と
典
拠
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（釈）　
　
　
タ　
　
シ４
ハ　
ノ　
エノ王
子
　
（爺
槍
三離
）

又
云
尺
迦
世
尊
未
二
出
家

一　

時

所
庄

（佛
）
　

　

　

ニ　
ク
羅
云
出
生
ノ後
経
ダ

一年
一
而
出
家
ス
（
妊
鑢
た
酷
ｃ
取
意
力
）

仏
本
行
集
組

云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・

羅
云
六
年
在
¨
フ胎
二
（
一正
機
に
副
ｃ巻
）

買
蔵
経
一
羅
云
ハ是
レ仏
得
道

夜

生

　

以

一［
一ノ一一
為
ザ
ぼ
山
製
舞
級
御
『
ゲ
製
厖
ム
（
一正焔
薫
咽
巻
）

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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鳥

ゴ

一口
）一ハ
四
面
一
者
謂
）一住
行
向
誤

諷

糟

譲

猪
八

（
万
雰

〕
紫 衆
金
』
猛
」
仁
砂

卍
転
者
「
ク
評
斜
句
曲
一蝸
〓
導
暗
畔
（
姉
」
］
一
つ
證
ノ
・法
身
一
示
為
丈
六

・等
ト
ハ者
惣
ン
テ歎
ニス
紫
金
法
身
ノ膵
一

（
爺
始
正
酷
）

又
云

似
可
見
　
者
見
二
影
像

身

四
八

相

一故

名

為
二
可
見

一不
二
是

内
證
法
身

相
好

一是

故

（伝
全
本
、
也
の
字
ナ
シ
）

稽
レスル
似
卜
・也

（
硫
麓
一一語

）

　

記
ノヘ

一一ム
ク
深
ク得
一一ハ
法
身
之
理
一
即
ば

ニフナ
が

好
一

（
理

ど

勲
じ

〔備
考
〕
返
り
点

・
送
り
仮
名
等
に
つ
い
て
は
前
に
同
じ
。

右
の
よ
う
に
、
伝
教
大
師
の

『
註
無
量
義
経
』
を
抄
録
し
て
、
そ
の
間
に
関
連
す
る
佛
本
行
集
経
の

一
文
、
記
の
二
　
（
一
一だ
）

の
文
、

疏
の
二
　
（
三
ウ一
）

の
文
、
記
の
八
　
（
実
は
疏
の
八
五
六
）

の
文
を
配
し
た
も
の
で
あ
り
、
隆
師
の

『
註
無
量
義
経
』

の
研
究
の
跡

を
窺
わ
せ
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
断
簡
の
名
称
を
考
え
る
と
す
れ
ば

『註
無
量
義
経
抄
断
簡
』
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
『
註
無
量
義
経
』
は

『弘
経
抄
』
等
に
引
用
が
あ
る
。

問
日
隆
自
稿
本

「私
新
抄
」
　
　
　
（真
蹟
）

隆
師
の
多
数
の
著
述
中
、
そ
の
教
学
の
綱
要
書
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
筆
蹟
の
上
か
ら
故
株
橋
日
涌
先
生
が

『
四
帖
抄
』

以
前
の
作
と
さ
れ
た
外
は
、
文
献
そ
の
も
の
に
対
す
る
研
究
は
、
あ
ま
り
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。　
一
般
に

『
私
新
抄
』

一
三
巻
と
言
わ
れ
る
が
、
本
能
寺
蔵
の
真
蹟
本
は
、
第
六
帖
が
上

・
下
三
冊
に
分
冊
さ
れ
て
お
り
、
現
存
の
形
態
と
し
て
は
、

全

一
三
巻

一
四
帖
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
名
称
と
し
て
も

『私
新
抄
』
は
隆
師
自
身
の
命
名
な
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
、
或
は

『
見
聞

新
抄
」
と
い
う
題
号
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が
、
第
五
帖
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

―-52-―



本
抄
の
内
容
は
、
既
に

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
に
全
文
が
収
録
さ
れ
て
周
知
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
か
ら
、
小
稿
で
は
ふ
れ
な
い
が
、
真

蹟
本
の

『私
新
抄
』
に
つ
い
て
は
、
な
お
論
及
す
べ
き
点
が
存
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
他
日
を
期
し
た
い
。

ω
日
隆
自
稿
本

「玄
義
難
字
抄
」
　

（真
蹟
）

隆
師
の
真
筆
に
よ
る
題
号
は

『玄
義

一
部
難
字
集
』
で
あ
る
。

『
法
華
玄
義
』
中
の
難
読

・
難
解
の
字
に
つ
い
て
、
音
と
字
義
を
記
し

た
も
の
で
、
隆
師
の

『玄
義
』
研
究
の
跡
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
現
存
の
も
の
は
、
原
本
の

一
部
分
で
あ
る
ら
し
く
思
わ
れ
る
が
、
約
二

百
字
の
漢
字

（稀
に
熟
語
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
隆
師
編
の
漢
和
字
典
の

一
部
と
言
え
よ
う
。
な
お
、　
一
般
に
こ
れ
に
類
す

る
も
の
は
、
活
字
本
と
し
て
は

『
法
華
三
大
部
難
字
記
』
が
あ
り
、
こ
の
種
の

「
三
大
部
音
義
」
と
の
比
較
対
照
を
通
じ
て
隆
師
の
研
鑽

の
跡
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
小
部
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
隆
師
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
種
々
な
方
面

か
ら
興
味
の
も
た
れ
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。

ω
日
隆
自
稿
本

「
四
箇
口
決
」
　

　

（真
蹟
）

『
四
箇
口
決
』
と
は
、
本
能
寺
第

一
二
世
日
承
上
人

（
一
五
〇

一
～

一
五
七
九
）
に
よ

っ
て
付
せ
ら
れ
た
題
名
で
、
原
本
の
表
紙
の
次

の

一
葉
に
は
承
師
の
筆
で

四
箇
口
決
　
　
　
　
　
日
菜

と
あ
る
。
恐
ら
く
、
承
師
の
所
持
本
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
隆
師
に
よ
る
標
題
は

「私
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

四
箇
口
決
の
内
容
は

「天
真
独
朗
止
観
口
決
、　
一
塔
二
仏
口
決
、
三
身
分
身
、
生
仏

一
膵
」
と
な

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
日
本
天
台

で
特
に
問
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
を
引
用
し

つ
つ
、
当
家
の
意
を
述
べ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

恐
ら
く
隆
師
の
教
学
研
究
の
過
程
で
生
れ
た
著
述
の

一
部
で
あ
り
、
隆
師
の
教
学
思
想
の
形
成
過
程
を
考
察
す
る
場
合
の
重
要
資
料
と
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
敦
賀
本
勝
寺
蔵

『
六
箇
口
決
』
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

田
日
隆
自
稿
本

「文
句
要
文
」
　

　

（真
蹟
）

こ
れ
は
、
隆
師
の
著
述
で
は
な
く
、
研
究
の
為
の
抜
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『法
華
文
句
』
全
十
巻
中
よ
り
要
文
を
選
び
、
『
法
華
文

句
』
の
叙
述
順
序
に
従

っ
て
、　
一
巻
の
分
な
い
し
十
巻
の
分
ま
で
を
載
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
下
三
帖
仕
立
で
あ
る
。

こ
れ
に
類
し
た
も
の
と
し
て
は
、
本
興
寺
蔵
の

『玄
義
要
文
』
全

一
巻
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
は

『
法
華
玄
義
』
の
要
文
抜
書
で
あ
る

が
、
但
し
、
『玄
義
』
の
第
七
巻
か
ら
第
十
巻
の
分
し
か
伝
わ

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『文
句
要
文
』
は
全
体
を
拝
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
幸
い
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
隆
師
の
法
華
三
大
部
研
究
の
跡
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

的
日
隆
自
稿
本

「他
宝
抄
」
　
　
　
（真
蹟
）

本
抄
は
全

一
巻

一
冊
の
完
本
で
あ
り
、
本
文
は
す
べ
て
隆
師
の
真
蹟
と
認
め
ら
れ
る
。
本
抄
真
蹟
の
文
字
は
小
さ
く
、
速
筆
で
あ
り
、

筆
の
ふ
る
え
も
み
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
は

『
私
新
抄
』
な
ど
の
筆
蹟
に
も
近
く
、
現
存
真
蹟
本
の
中
で
は
初
期
の
方
に
属
せ
ら
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
抄
に
お
い
て
特
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
原
表
紙
の
次
葉
に
記
さ
れ
た
日
弘
師

（伝
未
詳
）
の
識
語
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
隆
師
の
直
弟

南
照
坊
日
忠
師

（伝
未
詳
）
が
、
『
弘
経
抄
』
助
筆
の
功
に
よ
り
隆
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
日
弘
師
が
文
明
十
四
年

（
一

四
八
二
）
七
月
十
日
に
、
山
日
本
囲
寺
で
忠
師
よ
り
譲
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
隆
師
は
本
抄
を
忠
師
に
与
え
る
に
際
し
て

『他
宝
≧

な
る
名
称
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
「此

一
筋
可
レ得
レ意
事
也
」
と
注
意
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
識
語
に

つ
い
て
疑
点
は
な
い
よ
う
で
あ
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り
、
さ
す
れ
ば
、
隆
師
の
布
教
範
囲
は
、
中
国
地
方
に
於
て
は
、
山
口
ま
で
視
野
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
更

に
こ
の
識
語
に
よ

っ
て
、
あ
ら
た
め
て
隆
師
の
所
謂

「他
宝
」
と

「自
宝
」
の
意
味
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、

こ
の

『他
宝
抄
』
と
は
、
妙
法
蓮
華
経

一
部
の
解
説
書
で
あ
り
、
そ
の
点
に
於
て
、
隆
師
の
主
著
た
る

『
弘
経
抄
」
と
変
わ
る
所
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
本
抄
は

『
弘
経
抄
』
と
の
比
較
対
照
に
於
て
、
隆
師
の
本
意
と
し
て
の
法
華
経
解
釈
、
す
な
わ
ち

「自
宝
」
の
意

味
す
る
所
を
、
よ
り
鮮
明
に
映
し
出
す
重
要
資
料
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
論
証
も
小
稿
の
目
的
と

す
る
所
で
は
な
い
の
で
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

日
日
隆
筆

「強
仁
上
人
御
返
事
」
　

（真
蹟
）

隆
師
は
、
日
蓮
聖
人
御
遺
文
の
研
究
が
、
教
学
研
究
に
お
け
る
最
重
要
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
た
故
に
そ
の
研
究
の
跡
を
示
す
文
献
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
本
興
寺
格
護
の

『御
書
文
段
』
『諸
御
抄
立
所
』
『御
書
抄
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
長
年
に
亘

っ
て
集
輯
さ
れ

た
宗
祖
御
遺
文
の
写
本
の

一
部
も
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、

尼
崎
市
本
興
寺
格
護
　
一
一七
書

（重
本
二
）

京
都
市
本
能
寺
格
護
　
　
一
書

敦
賀
市
本
勝
寺
格
護
　
　
一
書

以
上
、
隆
師
に
関
わ
る
御
書
写
本
の
数
は
、
合
計
二
九
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
興
寺
蔵
の
重
本
二
と
は
、
『
開
目
抄
』
（存
師
本
が
上

下
三
帖
の
完
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
道
師
本
は
上
帖
の
み
伝
存
）
と
、
「顕
立
正
意
抄
』
（完
本
が
二
通
現
存
）
で
あ
る
。
敦
賀
本
勝
寺

格
護
の
御
書
は

『稟
権
出
界
抄
』
で
あ
り
、
今
の
本
能
寺
格
護
の
御
書
が

『
強
仁
上
人
御
返
事
』

一
帖
で
あ
る
。

『強
仁
上
人
御
返
事
』
は
、
隆
師
親
写
本
で
あ
り
、
本
能
寺
二
六
世
日
仁
師
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
享
保

一
〇
年

（
一
七
二
五
）
十

一
月

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

十
七
日
に
塔
頭
の
光
承
院
よ
り
本
能
寺

へ
寄
附
せ
じ
め
た
も
の
と
い
う
。

固
寛
正
四

・
五

・

寛
正
四
年

（
一
四
六
三
）

は
隆
師
の
真
蹟
で
あ
ろ
う
。

び

「法
華
宗
宗
門
史
資
料
」

０
宝
徳
元

。
一
〇

・
一
三
　
日
隆
寄
進
状

宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
十
月
十
三
日
、
「高
祖
御
自
筆
三
枚
本
尊
」
を
本
能
寺
に
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
末
尾
の

「
本
能

寺
住
持
日
隆
聖
人
花
押
」
の
み
が
、
隆
師
の
真
蹟
と
み
ら
れ
る
。

内
容
に
つ
い
て
は

「本
能
寺
文
書
」
参
照
。
寡
間
に
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
の
史
家
の
考
証
を
見
な
い
が
、
興
味
深
い
問
題
を
含
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
る
。

０
寛
正
四
・
五

・
一
三
　
日
隆

・
日
禎

・
日
明
連
署
本
能
寺
法
度

内
容
は
全
く
日
の
法
度
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
写
し
で
あ
ろ
う
。

閲
宝
徳
三

・
二

・
一　

日
隆
遺
言
状

標
題
は

「
日
隆
聖
人
未
来
遺
言
之
事
」
で
あ
る
。
原
本
は
標
題
か
ら
、
「費
徳
三
年
二
月

一
日
　
日
隆
花
押
」
ま
で
十

一
行
が

一
筆
（隆

一
〓
一　
日
隆

ｏ
日
禎

・
日
明
連
署
本
能
寺
法
度

五
月
十
三
日
付
の
本
能
寺
貫
首
井
に
衆
徒
中
に
対
す
る
法
度
で
、
七
箇
条
か
ら
な

っ
て
い
る
。
署
名
と
花
押

ま
た
日
禎

ｏ
日
明
両
師
の
署
名
と
花
押
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
、
「
本
能
寺
文
書
」
及

を
参
照
さ
れ
た
い
。
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師
と
は
他
筆
）
で
あ
り
、
そ
の
後
に
改
め
て
隆
師
の
真
蹟
で

「費
徳
三
年
二
月

一
日
　
日
隆
花
押
」
と
あ
る
。
更
に
空
白
を
お
い
て
、
末

尾
の
方
に

「
日
隆
花
押
」
と
ヽ
隆
師
の
花
押
の
み
と
、
二
枚
の
貼
り
紙
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
は
今
後
の
研
究

に
侯
ち
た
い
。
本
文
は

「本
能
寺
文
書
」
に
あ
る
が
、
末
尾
貼
付
の

「署
名
花
押
」
と

「花
押
」
の
こ
と
は
不
間
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の

「遺
言
」
は

「本
興
寺
嗣
法
職
の
式
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
い
ま
の
間

・
口

・
∞
は
、
そ
の
順
序
で

一
幅
に
表
装

さ
れ
て
い
る
。

日
文
安
元

・
一
二

・
一
二
　
本
能
寺
日
隆
大
衆
連
署
起
請
文
　
　
（真
蹟
）

文
安
元
年

（
一
四
四
四
）
十
二
月
十
二
日
付
で
、
本
能
寺
中
の
僧
侶
に
対
し
、
三
箇
条
の
法
度
を
示
し
違
犯
せ
ぬ
よ
う
求
め
た
も
の
。

本
文
の
冒
頭

敬
白

本
能
寺
條
々
法
度
本
尊
勘
請
起
請
文
之
事

以
下
、
「
働
法
度
起
請
文
如
件
」
ま
で
と
、
末
尾
の

勘
進
　
日
隆
花
押

文
安
一九
年

子甲

士

万

士

百

は
、
隆
師
の
真
筆
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、
僧
二
十
七
名
の
署
名
と
花
押
が
あ
る
。
内
容
は

「法
華
宗
宗
門
史
資
料
」
参
照
。
こ
れ
は
ま
た

「大
衆
信
心
戒
条
目
」
と
も
言
わ
れ
る
由
で
あ
る
。

∞
長
禄
二

・
五

。
中
旬
　
日
隆
寺
号
授
与
状
　
　
（真
蹟
）

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

こ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

授
与
之
　
寺
号
之
事

本
門
法
華
宗

可
稽
　
　
長
遠
寺

右
所
授
如
件

長
堡

革

寅戊

五
月
中
旬
日
隆
花
押

備
前
州
上
道
郡
可
知
庄
肘
屋
村

ま
た
、
こ
の
一暴
に
は

易
本
院日
講
花
押

依
数
年
信
心
厚
淵
以
望
不
計
求
焉
者
也

慶
長
第
十
五
年
四
月
中
旬
奉
表
紙
者
也

営
持
主
　
菅
　
篤
助

と
あ
り
、
又
、
そ
の
下
方
に
、
他
筆
で

京
本
能
寺
常
住

享
保
八
ぽ

笠

ハ
月
廿
五
日

寄
進
主
　
定
性
院
日
通
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と
あ
る
。
長
禄
二
年

（
一
四
五
八
）
は
隆
師
七
十
四
歳
。
前
年
の
六
月
上
旬
、
隆
師
は

『
三
大
部
略
大
意
抄
』
中
の

「止
観
略
大
意
抄
」

上
巻
を
書
き
了
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
の
著
述
は
知
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
恐
ら
く
著
述
活
動
を
や
め
ら
れ
た
頃
で

あ
る
。
こ
の
長
禄
二
年
五
月
に
は
、
ま
た
牛
窓
本
蓮
寺
に
寺
号
を
授
与
し
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、
宝
徳
四
年

（
一
四

（田
）

五
二
）
七
月
の
讃
岐
宇
多
津
本
妙
寺
の
寺
号
授
与
状
が
あ
る
。
以
上
の
文
献
は
、
隆
師
の
教
化
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
な
か
で
、
興
味
深

い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

”

（室
町
）

一
一
・
〓

一　
日
隆
書
状

「
日
隆
、
妙
本
寺
と
問
答
遊
バ
サ
レ
シ
状
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
末
尾
に
は

「好
学
院
進
上
」
と
あ
り
、
隆
師
直
弟
で
、
本
能
寺
貫
首
と

な
り
、
康
正
元
年

（
一
四
五
五
）
、
三
十
四
歳
で
遷
化
さ
れ
た
日
信
師

へ
あ
て
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
献
は
、
何
故
か
署
名

・

花
押
の
部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
筆
蹟
に
つ
い
て
、
故
株
橋
日
涌
先
生
は
疑
間
を
持

っ
て
い
ら
れ
た
と
記
憶
す
る
が
、
管
見
に
お
い

て
も
、
今
後
研
究
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
。
但
し
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
松
本
日
宗
師
の
考
証
の
如
く
、
隆
師
の
消
息
で
あ
る
こ
と
は
、

ま
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
松
本
師
の

「隆
聖
御
消
息
に
つ
い
て
」
ま
た

「本
能
寺
文
書
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

日
願
文
　
　
　
（真
蹟
）

願
文
と
は
、
隆
師
の
曼
茶
羅
本
尊
の
下
部
に
四
行
に
わ
た

っ
て
書
か
れ
た

発
菩
提
心
　
道
心
堅
固
　
慈
悲
廣
大

不
受
重
病
　
韓
重
軽
受
　
臨
終
正
念

浄
土
参
拝
　
所
願
成
就
　
皆
令
満
足

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

如
説
修
行
　
弘
通
廣
宣
　
真
俗
園
満

の
文
を
い
い
、
系
年
と
し
て

丞

］子
エハ
年

寅甲

正
月
朔
日

日
隆

白敬

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
、　
一
般
に
は

「願
文
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
谷
日
昌

・
桃
井
日
晃

・
石
野
日

亮
三
師
の
編
集
に
よ
る

『
日
隆
上
人
聖
教
要
集
』
で
は
、
「祈
祷
願
文
」
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
名
称
が
用
い
ら
れ

て
い
る
例
も
存
す
る
。
然
し
、
こ
の

「願
文
」
が
、
隆
師
の
生
涯
と
思
想

・
信
仰
を
窺
う
重
要
な

一
資
料
で
あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も

な
く
、
種
々
な
方
面
よ
り
の
研
究
が
進
展
し
た
時
、
名
称
も
自
ら
確
定
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

三
、
本
能
寺
蔵

の
御
聖
教
目
録

０
天
正
七

・
四

・
一
九
　
日
承
筆
日
隆
真
蹟
聖
教
目
録

日
承
師
筆
の
御
聖
教
目
録
と
称
す
る
も
の
の
内
容
は

庫
Ъ
¨
Ｆ
】」

・万
伸
（口
叱
一一帖
　
馨
思
鴨
口
哩
一一帖
　
信
薇
冨
哩
一帖
　
菫
省
孟
嘱
口
印
隊^
帥
墜
　
授
罰
冒
哩
一一帖
　
ル
堀
薇
口
哩
一帖
　
五
百
畢
瞥
哩
一帖

法
師
品
二
帖
　
宝
塔
品
に
堕

提
婆
品
一
一帖
　
勧
持
安
楽
行
品
二
帖
　
涌
出
品
二
帖
　
寿
量
品
円
四

分
別
品

一
帖

随
喜
法
師
功
徳
品

一
帖
　
不
軽
品

一
帖
　
神
力
属
累
品
崚
晰
医

薬
王
品

一
帖
　
妙
音
品

一
帖
　
観
普
品

一
帖
　
陀
羅
尼
厳
王
品
障
墜

勧
発
品
障
堕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（備
考
、
」
は
改
行
を
示
す
。
以
下
は
原
の
マ
マ
）

以
上
四
十
四
帖

（
此
帥
鋤
当
棚
郷
服
下
三
帖
ノ
内

一
巻
不
足
日
園
勘
之

天
正
七
．面
騨
町
月
十
九
．爾
岬
）

日
美
花
押
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（翻鴫ぼ寺常住

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
無
論
こ
れ
は

『本
門
弘
経
抄
』
の
み
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『本
門
弘
経
抄
』

は
、
尼
崎

市
本
興
寺
常
住
で
あ
り
、
現
在
も
真
蹟
が
格
護
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
こ
れ
は
写
本
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
原

本

（本
文
の
み
は

一
一
三
巻
）
と
は
異
る
調
巻
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
承
師
筆
の
こ
の
目
録
に
加
筆
で
き
る
立
場
の
日
回
師

と
は
、
恐
ら
く
、
本
能
寺
第
二
十
世
の
日
園

（事
成
院
、　
三
ハ
四
二
～

一
七
〇
七
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
承
師
に
よ
っ
て
本
能
寺

常
住
と
さ
れ
た

『
弘
経
抄
』
の
写
本
は
、
勧
発
品
と
神
力
品
の
釈
が
不
足
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
現
存
の
ど
の
本
に
相

当
す
る
の
か
は
今
後
の
調
査
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
Ｃ

Ｏ
享
保
九

・
六

・
吉
祥
　
本
能
寺
日
仁

・
同
寺
役
者
筆
　
開
山
真
蹟

「御
聖
教
目
録
」

表
紙
に
は

洛
陽
本
能
寺什
物

御
聖
教
目
録

と
あ
る
も
の
で
、
内
題
と
し
て
は

洛
陽
本
能
寺

御
聖
教
等
什
物
覚

と
あ
る
。

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

（
マ
マ
）

内
容
は
、
「初
御
真
翰
之
分
」
と
し
て
、
『私
新
抄
』
『
玄
義

一
部
難
字
抄
』
『
四
箇
口
決
』
『文
句

一
部
要
文
』
『他
宝
抄
』
『
文
句

一
部

要
伝
』
コ

一ケ
條
法
度
』
の
七
部
を
あ
げ
、
更
に

『御
祈
祷
経
』

一
軸
を
加
え
て
、

右
合
三
軸
十
九
巻
者

一
箱

入
歴
代
預
之

格
也

上已

と
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
「
強
仁
抄
』
を
追
加
し
、
こ
れ
ら
の
扱
い
に
つ
い
て
の
注
意
書
き
を
記
し
た
の
ち
、
響
子
保
九

辰
甲

歳
　
エハ
月

吉
祥
日
」
と
日
付
を
記
し
、

本
能
寺
（判
）

日
仁
花
押

営
時
各
役
者
（判
）

と
あ
る
。
更
に
こ
の
後
に
、
以
上
の
三
軸
十
九
巻
と

『強
仁
抄
』
に
つ
い
て
、
書
誌
的
事
情
を
書
き

つ
け
て
あ
る
。
享
保
九
年

（
一
七
二

四
）
の
時
点
に
於
て
本
能
寺
に
こ
れ
ら
の
御
聖
教
類
が
格
護
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
同
時
に
、
本
能
寺
第
四
十
世
の
日
仁
師

（
一
六
七
五
～

一
七
四
九
）
が
御
聖
教
研
究
史
上
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
終
　
　
り
　
　
に

以
上
、

『本
能
寺
文
書

・
什
宝
等
目
録
』
の
中
か
ら
、
日
隆
聖
人
に
直
接
関
る
文
献
に
つ
い
て
、
些
か
解
題
を
記
し
た
が
、
も
と
よ
り
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個

々
の
文
献

に

つ
い
て
、
よ
り
詳
細

に
論
ず

べ
き
点
が
残

っ
て
い
る
。
然
し
、
本
能
寺
蔵

の
御
聖
教
類

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
殆
ど
、

文
献
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
解
説
が
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
ま
誤
解
を
も
生
じ
る
も
と
と
な

っ
て
い
る
。
故

に
、
幸
い
に
拙
稿

に
対
す
る

識
者

の
御
叱
正
を
得

て
、
更

に
研
究
を
進
め
た
く
、
敢

て

一
文
を
草
し
た
次
第

で
あ
る
。

註（１
）
藤
井
学

・
安
国
良

一
編
、
本
能
寺
刊
、
昭
和
六
二
年
二
月

（以
下
、
『目
録
」
と
称
す
る
）。

（２
）
以
下
の
分
類
も

『目
録
』
の
通
り
で
あ
る
。　
一
一
～

一
二
頁
。

（３
）

『目
録
』

一
六
頁
。

（４
）

『目
録
』
三
四
、
二
五
頁
。

（５
）

『目
録
」
で
は
、
「甲
　
曼
奈
羅
」
の
部
類
中
第
二

一
番
に
相
当
す
る

（『目
録
』
二
頁
）。

（６
）

『邦
訳
日
葡
辞
書
』
（土
井
忠
生

ｏ
森
田
武

・
長
南
実
編
訳
、
岩
波
書
店
、　
一
九
八
〇
）
六
〇
三
頁

・
六
九
七
頁
に
よ
れ
ば
、
「大
方
殿
」
は

「
タ

イ
ハ
ゥ
ド
ノ
」
ま
た
は

「
ヲ
ゥ
カ
タ
ド
ノ
」
と
読
み
、
意
味
は

「寡
婦
で
あ
る
女
主
人
」
或
は

「高
貴
な
未
亡
人
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（７
）
本
能
寺
に
格
護
す
る
隆
師
関
係
の
文
献
、
殊
に
は
こ
の

「法
花
経
信
行
信
者
事
」
に
関
し
て
は
、
去
る
昭
和
六
二
年
六
月
二
三
、
二
四
日
に
香
川

県
組
寺
宗
義
研
究
会
に
於
て
口
頭
発
表
す
る
所
が
あ
り
、
本
稿
も
そ
の
原
稿
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
『法
花
経
信
行
信
者
事
』
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
隆
師
の
法
華
経
観
と
深
く
関
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
『本
門
弘
経
抄
』
に
つ
い
て
ま
と
め
る
機
会
を
得
た
時

（昭
和
六
三
年
九
月
六

日
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
の
研
究
発
表
会
で
そ
の
要
旨
は
日
頭
発
表
し
た
）
に
、
あ
わ
せ
て
記
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（８
）
松
本
日
宗
稿

「隆
聖
御
消
息
に
つ
い
て
」
「
桂
林
学
叢
』
第
四
号
二
〇
五
頁
）。

（９
）
松
本
日
宗
、
前
掲
論
文
、
二
〇
四
頁
。

（１０
）
近
く
活
字
と
す
る
予
定
の

「『開
述
顕
本
宗
要
集
』
考
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（ｎ
）
正
蔵
、
第
九
巻

一
九
頁
ａ
～
ｂ
。

（‐２
）
隆
全
、
第
五
巻
所
収
。

（‐３
）
弘
経
抄
、
第
八
八
巻

（隆
全
第
九
巻
五
三
二
～
五
三
四
頁
）。

（‐４
）
本
抄
に
つ
い
て
の
私
見
は
、
昭
和
六

一
年
九
月
四
日
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
研
究
発
表
会
に
於
て

「
日
隆
聖
人
の
天
台
学
研
究
―
―

『法
華
文
句
』

研
究
の
実
際
に
つ
い
て
―
―
」
と
題
し
て
回
頭
発
表
し
た
。
機
会
を
得
て
活
字
と
し
た
い
。

（‐５
）
こ
の
断
簡
は
種
子
島
浄
光
寺
定
田
坊

（旧
定
田
寺
）
の
本
堂
改
築
落
慶
に
当
り
、
本
能
寺
の
当
時
の
執
事
長
赤
田
泰
園
師

（現
、
本
能
寺
御
貫
首

日
崇
貌
下
）
に
よ
っ
て
感
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（昭
和
五
六
年
九
月

一
五
日
付
、
本
能
寺
第

一
三
四
世
日
勝
貌
下
の
事
由
書
に
よ
る
）。
そ
２
蜃

筆
者
は
質
問
を
受
け
、
上
記
の
如
く
返
答
し
た
こ
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
、
現
在
の
名
称
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
は
、

こ
の
断
簡
は

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

本
能
寺
蔵
。

（‐６
）
株
橋
諦
秀

（日
涌
）稿

「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
（
桂
林
学
叢
』
第
四
号
四
五
頁
）

（‐７
）

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
八
巻
所
収
。

（‐８
）
大
正
大
学
天
台
学
研
究
室
編
、
隆
文
館
発
行
、
昭
和
四
二
年
。

（‐９
）
こ
れ
に
つ
い
て
先
年
、
興
隆
学
林
の
研
究
会
で
私
見
を
述
べ
た
。

（２０
）
本
興
寺
二
八
世
日
顕
師
の

『御
聖
教
惣
目
録
』
翁
桂
林
学
叢
』
第
四
号
二
三
五
頁
ｂ
）
参
照
。

（２‐
）
昭
和
六
三
年
九
月
六
日
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
の
研
究
発
表
会
に
於
て

「『本
門
弘
経
抄
』
考
―
―
他
宝
と
自
宝
―
―
」
な
る
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

『他
宝
抄
』
に
つ
い
て
の
問
題
も
関
連
し
て
い
る
の
で
、
草
稿
を
活
字
と
す
る
際
に
、　
一
緒
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

（２２
）

『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
で
は
、
番
号
二
〇
〇
の

『強
仁
状
御
返
事
」
に
当
る
。

（２３
）
株
橋
日
涌
稿

「
日
隆
聖
人
所
用
の
現
存
御
書
写
本
に
つ
い
て
」
翁
桂
林
学
叢
』
第
八
号

一
〇
九
頁
以
下
）
参
照
。

（２４
）

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
〇
巻
二
八
三
頁
。

（２５
）

『桂
林
学
叢
』
第
六
号

一
一
一
頁
。

（２６
）
隆
師
伝
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
小
西
徹
龍
著

『
日
隆
聖
人
略
伝
』
（東
方
出
版
、
昭
和
六
〇
年
）
二
〇
七
、
二
〇
九
頁
参
照
。

（２７
）

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
〇
巻
二
八
二
頁
。

（２８
）

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
〇
巻
二
八
二
頁
。

（２９
）
小
西
徹
龍
、
前
掲
書
二
〇
八
頁
。

（３０
）

『桂
林
学
叢
』
第
六
号

一
〇
八
～

一
〇
九
頁
。

（３‐
）
小
西
徹
龍
、
前
掲
書
二
〇
八
頁
。

（３２
）
岡
山
県
牛
窓
本
蓮
寺
蔵
。

（３３
）
香
川
県
宇
多
津
本
妙
寺
蔵
。

（３４
）

「隆
聖
御
消
息
に
つ
い
て
」
「
桂
林
学
叢
』
第
四
号
二
〇
〇
～
二
〇

一
頁
）。

（３５
）

「
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
〇
巻
二
八
四
頁
。

（３６
）
松
本
日
宗
著

『法
華
信
仰
随
想
』
（東
方
出
版
、
昭
和
五
七
年
）
の
回
絵
写
真
参
照
。
同
書
に
は
、
こ
の

「願
文
」
の
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（３７
）

『目
録
』
二
頁
に

「
日
隆
願
文
入
本
尊
曼
荼
羅
」
と
あ
る
。

（３８
）

『
日
隆
上
人
聖
教
要
集
』
（淡
路
本
妙
寺
発
行
、
明
治
四
五
年
）
二
三
四
頁
。

（３９
）
泉
日
恒
編

『門
祖
日
隆
聖
人
御
聖
教
要
録
』
（本
門
仏
立
宗
宗
務
本
庁
教
育
院
発
行
、
昭
和
五
七
年
）
二
頁
で
は
、
「持
念
誦
文
」
な
る
名
称
を
用

い
て
あ
る
。
然
し
、
管
見
に
於
て
、
そ
の
用
例
の
歴
史
等
は
不
明
で
あ
る
。

（４０
）

『目
録
』

一
六
頁
。
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（４‐
）

『法
華
宗
年
表
』
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
条
参
照
。

（４２
）

『目
録
』
の
一
九
～
二
〇
頁
、
論
疏
の
部
の
六
二
番
よ
り
八
二
番
ま
で
は
、
日
承
筆
の
文
献
と
し
て
妙
法
蓮
華
経
の
品
題
を
あ
げ
、
コ
菖喩
品

（中
）

一
冊
」
等
と
記
し
て
あ
る
が
、
そ
の
内
容
が
経
文
を
写
し
た
も
の
で
な
く
、
も
し

『弘
経
抄
』
の
写
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
当
該
の
文
献
で

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
調
巻
が
、
今
の
承
師
の
目
録
所
載
の
も
の
と
よ
く
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
実
物
に
つ
い
て
は

未
調
査
で
あ
る
故
に
後
考
に
侯
ち
た
い
。
な
お
、
参
考
の
為
に
六
二
～
八
二
番
を
ま
と
め
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

翁
目
録
』
論
疏
六
二
～
八
三
番
）
　
　
　
　
　
（日
承
目
録
の
調
巻
）
　
　
　
　
（弘
経
抄
原
本
の
調
巻
）

善
喩
品
中
下
三
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
帖

信
解
品
上
　
一
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
帖

法
師
品
上
下
三
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
帖

宝
塔
品
上
下
三
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一帖

提
婆
達
多
品
上
下
三
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
帖

従
地
涌
出
品
下
　
一
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
帖

如
来
寿
量
品

一
～
四
　
四
冊
　
　
　
　
　
　
　
四
帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
帖

分
別
功
徳
品
　
一
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
帖

随
喜
功
徳
品

・
法
師
功
徳
品
　
一
冊
　
　
　
　
一
帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随
喜
功
徳
品
　
一
帖
　
法
師
功
徳
品
　
一
一帖

常
不
軽
品
　
一
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一帖

化
城
喩
品
下
　
一
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
帖

Ｈ
面
鵜
吾
設
認
脇
砒

・
授 一
畑
無
学
人
記
品
　
一
冊
｝
五
百
記
品
　
一
一帖
　
　
　
　
甑
輛
鮮
粁
媛
調
品
　
一一一鵬

鋤
鶏
饂
品．
磁
楽

・行
鵬
上
　
一
冊
　
　
　
　
　
　
　
｝
勧
持
安
楽
行
品
　
　
一
一帖
　
痢
鶏
価
品

一
甜
帖

（但
し
、
配
列
は
で
き
る
だ
け

『目
録
』
の
順
序
に
従

っ
た
）

（４３
）

『目
録
』

一
六
頁
。

（４４
）

『目
録
』
二
九
頁
に
は

『御
聖
教
目
録
井
書
物
目
録
』

一
冊
を
記
し
、
「明
和
三
年
八
月
日
乗
奥
書
ア
リ
」
と
注
記
し
て
い
る
が
、
未
だ
実
見
す
る

機
会
を
得
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
、
年
代
の
下
る
目
録
類
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

付
記
昭
和
五
八
年
六
月
二
五
日
、
本
能
寺
御
貫
首
赤
田
日
崇
貌
下
の
御
厚
意
と
山
内
の
御
上
人
方
の
御
協
力
で
、
本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
を
拝
見
す
る
機

本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て
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本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
つ
い
て

会
が
与
え
ら
れ
た
。
小
稿
は
そ
の
際
の
実
見
で
得
ら
れ
た
知
識
と
、
そ
の
時
に
畏
友
小
西
徹
龍
師
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

日
崇
貌
下
は
じ
め
、
便
宜
を
は
か
っ
て
下
さ
っ
た
諸
師
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
　

（昭
和
六
三
年
九
月
二
九
日
）
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